
宮城の未来のアスリートを応援！～みやぎジュニアについて～

仙台大学では、公益財団法人宮城県スポーツ協会が主催する「みやぎジュニア育成プログラム」で様々な授業を行っています。このプ
ログラムは、将来のオリンピックメダリストやトップアスリートとして活躍する子どもたちのサポートに取り組んでいる事業です。
運動栄養学科では、食育プログラムを担当しており、将来のアスリートを食事、栄養の面からサポートしています。今回はその食育プ
ログラムについてご紹介します。また、このプログラムは運動栄養学科生であれば、補助学生として参加可能です。

①授業 ②食事提供
食事や栄養をスポーツと関連づけた様々なテーマで授業を行っていま
す。過去に行った授業のテーマは下記のようなものがあります。
＜過去テーマ＞
・スポーツ場面に応じた食事
・食事とスポーツの関連性
・遠征先を想定した食事選択
・欠食と食事バランスについて考える

授業ではグループワークを積極的に行い、班全員で意見を出し合いま
す。栄養や食事について学ぶだけではなく、コミュニケーション能力や
班でまとめて発表する力も高めることもねらいにしています。
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食育プログラムの一環として、昼食の献立を運動栄養学科が考え、その
食事をアカデミー生に食べてもらうということも行っています。その献立
は日本や海外の郷土料理を多く取り入れており、ジュニア期から様々な料
理に親しみをもってもらうねらいがあります。「いただきます」の前にそ
の献立の説明を載せたテーブルメモを用いて、食育指導を行います。実際
に自分が食べるものを教材とすることで、子どもたちの食に対する関心を
より育むことができます。

十和田バラ焼き定食（青森県） 鮭の甘酢定食（富山県）

テーブルメモ

子どもたちに食育を教えたい人や子どもたちと一緒に食
育を考えたい人は運動栄養学科生であれば、補助学生と
して参加できますので興味のある方はぜひ！

↓実際に提供した食事とテーブルメモ

食育に興味がある人はぜひ運動栄養学科へ！

実際に授業をしている様子
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